
　しながわ区民公園は『花とひろばと水と緑の公園』をテーマとして
整備された区立公園としては最大規模の総合公園で、令和２年度に
南側の大規模改修が終了しており、水族館も併設されています。
　四季折々の花や緑が楽しめる一方で、野球場やテニスコート・キ
ャンプ場などの施設を備えており、老若男女多くの方に親しまれてい
ます。品川区シルバー人材センターの会員も売店運営・駐車場管理・
自転車貸出業務などに従事しており、多くの就業の場となっています。
　暑さが厳しい季節となりましたが、日差しを遮る緑も豊かな公園で
散歩やジョギングにも最適です。お出かけの際は足を延ばしてみては
いかがでしょうか。
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公益社団法人品川区シルバー人材センター

シルバー

シ
ル
バ
ー
健
康
ク
ラ
ブ

広
瀬
恵
美
子

　
今
回
は
膝
痛
予
防
の
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。

　
膝
は
上
半
身
の
体
重
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

受
け
る
部
位
で
す
。大
腿
四
頭
筋（
太
も
も

の
筋
肉
）を
鍛
え
れ
ば
上
半
身
を
支
え
る

力
が
つ
き
、膝
の
半
月
板
へ
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
食
生
活
の

見
直
し
で
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば

膝
へ
の
負
担
が
さ
ら
に
減
り
、膝
痛
の
軽

減
と
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

体
操
❶
　
足
上
げ
体
操
１
日
10
回

　
左
写
真
の
よ
う
に
セ
ラ
バ
ン
ド（
ネ
ク

タ
イ
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
も
可
）で
太
も

も
を
固
定
し
、左
右
の
片
足
を
10
回
ず
つ

上
げ
る
。

体
操
❷
　
ス
ク
ワ
ッ
ト
１
日
10
回

　
大
腿
四
頭
筋
を
鍛
え
る
た
め
に
、左
写

真
の
よ
う
に
イ
ス
に
つ
か
ま
り
膝
の
曲
げ

伸
ば
し
を
し
ま
す
。

　
注
意
点
は
、膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出

な
い
よ
う
に
お
尻
を
後
ろ
に
突
き
出
し
な

が
ら
し
ゃ
が
む
こ
と
で
す
。

膝

　痛

　の

　予

　防

URL http://www.shinagawa-sjc.com/

令
和
３
年
度
第
１
回
共
助
会
評
議
員
会

を
開
催
　
　
５
月
27
日（
木
）

令
和
2
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

（
左
表
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　承
認

　１
泊
旅
行
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
懸
念
か
ら
実
施
せ
ず
。

　令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　承
認

本
年
度
の
１
泊
旅
行

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
が
現
時
点
で
収
束
し

て
お
ら
ず
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
た

め
、
今
年
度
の
実
施
も
見
送
り
と
い

た
し
ま
す
。

会員総数
令和3年6月1日現在

1,276名
男

1,054名
女

　前
号
の
こ
の
欄
で
、「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ（
多
様
性
）」に
つ
い
て
触
れ
ま

し
た
が
、品
川
区
で
は「
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー（
事
務
局
は
、き
ゅ
り
あ

ん
３
Ｆ
）」の
活
動
の
中
で
、多
様
性

社
会
の
意
義
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
、私
事
都
合
で
理
事
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
が
、健
康
が
許
さ

れ
る
限
り
、引
き
続
き
会
員
と
し
て
、

貢
献
と
交
流
を
楽
し
ん
で
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な

る
発
展
を
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
担
当
理
事

　伊
藤

　一
三
）

科　　目
会費
補助金
寄付金他
収入合計

収入の部 （円）

（円）支出の部

1,108,000
800,000

8
1,908,008

決算額

　科　　目
管理費
事業費
支出合計
当期収支差額

9,906
657,720
667,626
1,240,382

前期繰越金
次期繰越金

758,994
1,999,376

決算額

令和2年度共助会決算報告令和２年度共助会決算報告

就

業

相

談

　仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

七
月

八
日（
木
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

本

　
　部

　田

　山

　理

　事

荏
原
支
部

　阿

　部

　理

　事

八
月
十
二
日（
木
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

本

　
　部

　和

　泉

　副
会
長

荏
原
支
部

　朝

　岡

　理

　事

九
月

九
日（
木
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

本

　
　部

　田

　山

　理

　事

荏
原
支
部

　阿

　部

理

　事

あ
と
が
き

夏
期
地
区
全
体
会
の
中
止

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
影
響
か
ら
、
今

年
度
も
会
場
で
の
研
修
等
の
開

催
が
難
し
く
、
全
地
区
と
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ水と緑で涼を感じよう

　　　　　～しながわ区民公園～
水と緑で涼を感じよう
　　　　　～しながわ区民公園～

2,330名

ひざをつま先より前に出さない

浅く座り、太ももをこぶし１個分開けてセラバン
ドで固定する



（3） （2）第142号 第142号令和3年7月1日発行 令和3年7月1日発行

令
和
３
年
６
月
18
日（
金
）き
ゅ
り

あ
ん
大
ホ
ー
ル
で
、
令
和
３
年
度
の
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
３
密
を

避
け
る
た
め
式
典
は
行
わ
ず
、
来
賓
も

呼
ば
な
い
、
極
力
参
加
者
を
限
定
し
て

短
時
間
に
議
事
の
み
行
う
と
い
う
、
昨

年
に
続
く
異
例
の
縮
小
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
冒
頭
、
岩
澤
会
長
の
あ
い
さ
つ

か
ら
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
の
岩
澤
で

ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
こ
こ
で
挨
拶
の
時
間
を
与
え
ら

れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
こ
こ
に
出
席
の
会
員
の
皆
様
と
総

会
開
催
に
必
要
な
数
の
会
員
の
委
任

状
提
出
に
よ
り
、
こ
の
緊
急
事
態
宣
言

下
に
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
時
間
内
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
総
会
開

催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
、
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　
目
下
、
変
異
を
重
ね
感
染
力
を
増
し

な
が
ら
感
染
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
よ
う
や
く

高
齢
者
に
向
け
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
つ
つ
人
命
を
最
大
限
に
守
ろ
う
と

す
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
と
度
重

な
る
延
長
が
続
い
て
お
り
、
我
が
国
の

行
く
末
を
担
う
菅
首
相
も
今
が
正
念

場
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

さ
て
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
令
和
２
年
度
の
状
況
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
公
的
施
設
や
民
間
の
事
務
所

の
休
業
に
よ
る
就
業
停
止
、
時
間
短
縮

な
ど
に
よ
り
会
員
へ
の
配
分
金
の
増

加
は
か
な
わ
ず
、
こ
の
後
に
報
告
さ
れ

る
よ
う
な
厳
し
い
実
績
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
今
後
の
私
た
ち
高
齢
者
の
生

活
の
あ
り
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
沈
静
化
し
て
も
、
今
ま
で
の
、
マ

ス
ク
、
手
洗
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
、
換
気
の
生
活
を
常
態
化
し
て

就
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
急
速
に
進
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
一
日
も
早
く
会

員
全
員
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
会
員
が
安
心
し

て
業
務
に
携
わ
れ
、
元
の
仕
事
へ
の
全

面
復
帰
が
か
な
う
こ
と
、
ま
た
地
区
活

動
も
以
前
の
よ
う
に
活
発
に
な
る
こ

と
を
切
望
し
て
、
甚
だ
簡
単
で
は
あ
り

ま
す
が
私
か
ら
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和
田
本
部
事
務
局
次
長
よ
り
報
告

　
総
会
出
席
者
39
名
、

　
委
任
状
１
６
１
３
名
、

計
１
６
５
２
名
の
参
加
で
本
総
会

は
有
効
に
成
立
。

戸
川
監
事
よ
り
報
告

　
令
和
３
年
４
月
24
日
、
栁
下
監
事

と
共
に
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を

実
施
し
た
。
令
和
２
年
度
の
決
算
書

類
等
に
つ
い
て
は
、
法
令
、
定
款
の

違
反
は
な
く
、
ま
た
会
計
基
準
等
に

よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

第
1
号
議
案

　

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
改
正
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
事
務
局
長

「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」等
の
施
行
に
伴
い
、
定
款

第
10
条（
会
員
の
資
格
喪
失
）中
第

１
号「
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人
に
な
っ
た
と
き
。」を
削
除
す
る
。

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

第
２
号
議
案

令
和
２
年
度
決
算

安
井
事
務
局
長

令
和
２
年
度
事
業
報
告
と
一
括
し
て

説
明

会
員
数

2
3
1
5
名
89
名
減
、

契
約
件
数

1
4
1
1
7
件

1
5
3
5
件
の
減（
派
遣
含
む
）

契
約
金
額

11
億
1
7
1
9
万
1
1
9
6
円

1
億
3
5
5
6
万
3
8
4
9
円
の

大
幅
減（
派
遣
含
む
）

年
度
当
初
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
影
響
を

受
け
て
、
2
度
に
わ
た
る
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
と
そ
の
延
長
な
ど
に

よ
り
公
共
部
門
で
の
施
設
閉
鎖
・

時
間
短
縮
や
民
間
企
業
の
休
業
が

発
生
し
た
た
め
、
就
業
時
間
の
大
幅

削
減
や
就
業
打
切
り
に
繋
が
り
、
契

約
金
額
が
約
10
・
8
％
も
減
少
し

て
し
ま
っ
た
。
地
区
委
員
会
の
活
動

も
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始

め
夏
期
全
体
会
・
新
年
全
体
会
が

全
て
中
止
と
な
る
な
ど
大
き
な
制

限
を
受
け
た
。

令
和
２
年
度
決
算

　
　

経
常
収
益
計
12
億
2
7
0
2
万
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
取
収
益
・
会
費
・
補
助
金

収
入
等

経
常
費
用
計
11
億
9
0
9
3
万
円

事
業
費
や
管
理
費
な
ど

当
期
経
常
増
減
額
3
6
0
9
万
円
、

こ
の
金
額
か
ら
経
常
外
増
減
額
38

万
円
と
法
人
税
等
73
万
円
を
増
減

し
て

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

3
5
7
4
万
円

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

第
３
号
議
案

理
事
の
選
任

安
井
事
務
局
長

再
任
理
事
８
人
、
新
任
理
事
３
人
が

そ
れ
ぞ
れ
順
次
選
任
、
承
認
さ
れ

た
。

下
段
に
顔
ぶ
れ
が
載
っ
て
お
り
ま

す
。

報
告
事
項

令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
書

安
井
事
務
局
長

本
年
度
の
基
本
方
針
、
年
間
事
業
目

標
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
既
に
前
号
の
シ

ル
バ
ー
し
な
が
わ
4
月
1
日
号
で

報
告
済
み
。

令
和
３
年
度
収
支
予
算

経
常
収
益
13
億
2
5
2
9
万
円
　

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
取
収
益
・
会
費
・
補
助
金

収
入
等

経
常
費
用
13
億
2
9
7
4
万
円
　

各
事
業
に
必
要
な
事
業
費
、管
理

費
差
し
引
き
4
4
5
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

予
算
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
正
味
財
産
期
末
残
高
を
充

当
し
て
い
く
も
の
で
健
全
財
政
は
維

持
し
て
い
ま
す
。

承
認
の
ご
賛
同
を
受
け
て
こ
れ
に

よ
り
、
議
事
は
終
了
。

閉
会
の
こ
と
ば

　

　
　
　
　
　
　
　
和
泉
副
会
長

　
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
ま
た
緊

急
事
態
宣
言
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り

滞
り
な
く
議
案
の
決
定
・
報
告
事

項
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
理
事
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
厳
し
い
事
業

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

役
員
・
事
務
局
と
一
体
と
な

り
困
難
を
乗
り
越
え
て
さ
ら

な
る
事
業
拡
大
を
図
れ
る
よ

う
尽
力
い
た
し
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
新
し
い
生
活
様
式
を
継

続
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い

よ
う
十
分
お
気
を
付
け
願
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
に
て
令

和
３
年
度
の
定
時
総
会
を
終

了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
三
役
及
び
理
事
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
！

　
任
期
は
、
三
役
及
び
理
事
が
令

和
３
年
６
月
18
日
か
ら
令
和
５
年

の
定
時
総
会
ま
で
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
3
年
度

令
和
3
年
度

岩
澤
会
長
あ
い
さ
つ

岩澤会長

資
格
審
査
報
告

監
査
報
告

（後列）理事 中井武美 /理事 田山隆始 /理事 田上祐一 /理事 渡邉みい子 /理事 朝岡忠雄 /理事 阿部昭男 /理事 久保田善行
（前列）監事 栁下恭治 /監事 戸川五郎 /会長 岩澤政善 /副会長 和泉秀雄 /常務理事 安井裕彦 /理事 野口サチ子
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令
和
３
年
６
月
18
日（
金
）き
ゅ
り

あ
ん
大
ホ
ー
ル
で
、
令
和
３
年
度
の
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
３
密
を

避
け
る
た
め
式
典
は
行
わ
ず
、
来
賓
も

呼
ば
な
い
、
極
力
参
加
者
を
限
定
し
て

短
時
間
に
議
事
の
み
行
う
と
い
う
、
昨

年
に
続
く
異
例
の
縮
小
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
冒
頭
、
岩
澤
会
長
の
あ
い
さ
つ

か
ら
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
の
岩
澤
で

ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
こ
こ
で
挨
拶
の
時
間
を
与
え
ら

れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
こ
こ
に
出
席
の
会
員
の
皆
様
と
総

会
開
催
に
必
要
な
数
の
会
員
の
委
任

状
提
出
に
よ
り
、
こ
の
緊
急
事
態
宣
言

下
に
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
時
間
内
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
総
会
開

催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
、
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　
目
下
、
変
異
を
重
ね
感
染
力
を
増
し

な
が
ら
感
染
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
よ
う
や
く

高
齢
者
に
向
け
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
つ
つ
人
命
を
最
大
限
に
守
ろ
う
と

す
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
と
度
重

な
る
延
長
が
続
い
て
お
り
、
我
が
国
の

行
く
末
を
担
う
菅
首
相
も
今
が
正
念

場
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

さ
て
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
令
和
２
年
度
の
状
況
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
公
的
施
設
や
民
間
の
事
務
所

の
休
業
に
よ
る
就
業
停
止
、
時
間
短
縮

な
ど
に
よ
り
会
員
へ
の
配
分
金
の
増

加
は
か
な
わ
ず
、
こ
の
後
に
報
告
さ
れ

る
よ
う
な
厳
し
い
実
績
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
今
後
の
私
た
ち
高
齢
者
の
生

活
の
あ
り
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
沈
静
化
し
て
も
、
今
ま
で
の
、
マ

ス
ク
、
手
洗
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
、
換
気
の
生
活
を
常
態
化
し
て

就
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
急
速
に
進
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
一
日
も
早
く
会

員
全
員
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
会
員
が
安
心
し

て
業
務
に
携
わ
れ
、
元
の
仕
事
へ
の
全

面
復
帰
が
か
な
う
こ
と
、
ま
た
地
区
活

動
も
以
前
の
よ
う
に
活
発
に
な
る
こ

と
を
切
望
し
て
、
甚
だ
簡
単
で
は
あ
り

ま
す
が
私
か
ら
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和
田
本
部
事
務
局
次
長
よ
り
報
告

　
総
会
出
席
者
39
名
、

　
委
任
状
１
６
１
３
名
、

計
１
６
５
２
名
の
参
加
で
本
総
会

は
有
効
に
成
立
。

戸
川
監
事
よ
り
報
告

　
令
和
３
年
４
月
24
日
、
栁
下
監
事

と
共
に
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を

実
施
し
た
。
令
和
２
年
度
の
決
算
書

類
等
に
つ
い
て
は
、
法
令
、
定
款
の

違
反
は
な
く
、
ま
た
会
計
基
準
等
に

よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

第
1
号
議
案

　

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
改
正
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
事
務
局
長

「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」等
の
施
行
に
伴
い
、
定
款

第
10
条（
会
員
の
資
格
喪
失
）中
第

１
号「
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人
に
な
っ
た
と
き
。」を
削
除
す
る
。

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

第
２
号
議
案

令
和
２
年
度
決
算

安
井
事
務
局
長

令
和
２
年
度
事
業
報
告
と
一
括
し
て

説
明

会
員
数

2
3
1
5
名
89
名
減
、

契
約
件
数

1
4
1
1
7
件

1
5
3
5
件
の
減（
派
遣
含
む
）

契
約
金
額

11
億
1
7
1
9
万
1
1
9
6
円

1
億
3
5
5
6
万
3
8
4
9
円
の

大
幅
減（
派
遣
含
む
）

年
度
当
初
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
影
響
を

受
け
て
、
2
度
に
わ
た
る
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
と
そ
の
延
長
な
ど
に

よ
り
公
共
部
門
で
の
施
設
閉
鎖
・

時
間
短
縮
や
民
間
企
業
の
休
業
が

発
生
し
た
た
め
、
就
業
時
間
の
大
幅

削
減
や
就
業
打
切
り
に
繋
が
り
、
契

約
金
額
が
約
10
・
8
％
も
減
少
し

て
し
ま
っ
た
。
地
区
委
員
会
の
活
動

も
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始

め
夏
期
全
体
会
・
新
年
全
体
会
が

全
て
中
止
と
な
る
な
ど
大
き
な
制

限
を
受
け
た
。

令
和
２
年
度
決
算

　
　

経
常
収
益
計
12
億
2
7
0
2
万
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
取
収
益
・
会
費
・
補
助
金

収
入
等

経
常
費
用
計
11
億
9
0
9
3
万
円

事
業
費
や
管
理
費
な
ど

当
期
経
常
増
減
額
3
6
0
9
万
円
、

こ
の
金
額
か
ら
経
常
外
増
減
額
38

万
円
と
法
人
税
等
73
万
円
を
増
減

し
て

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

3
5
7
4
万
円

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

第
３
号
議
案

理
事
の
選
任

安
井
事
務
局
長

再
任
理
事
８
人
、
新
任
理
事
３
人
が

そ
れ
ぞ
れ
順
次
選
任
、
承
認
さ
れ

た
。

下
段
に
顔
ぶ
れ
が
載
っ
て
お
り
ま

す
。

報
告
事
項

令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
書

安
井
事
務
局
長

本
年
度
の
基
本
方
針
、
年
間
事
業
目

標
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
既
に
前
号
の
シ

ル
バ
ー
し
な
が
わ
4
月
1
日
号
で

報
告
済
み
。

令
和
３
年
度
収
支
予
算

経
常
収
益
13
億
2
5
2
9
万
円
　

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
取
収
益
・
会
費
・
補
助
金

収
入
等

経
常
費
用
13
億
2
9
7
4
万
円
　

各
事
業
に
必
要
な
事
業
費
、管
理

費
差
し
引
き
4
4
5
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

予
算
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
正
味
財
産
期
末
残
高
を
充

当
し
て
い
く
も
の
で
健
全
財
政
は
維

持
し
て
い
ま
す
。

承
認
の
ご
賛
同
を
受
け
て
こ
れ
に

よ
り
、
議
事
は
終
了
。

閉
会
の
こ
と
ば

　

　
　
　
　
　
　
　
和
泉
副
会
長

　
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
ま
た
緊

急
事
態
宣
言
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り

滞
り
な
く
議
案
の
決
定
・
報
告
事

項
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
理
事
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
厳
し
い
事
業

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

役
員
・
事
務
局
と
一
体
と
な

り
困
難
を
乗
り
越
え
て
さ
ら

な
る
事
業
拡
大
を
図
れ
る
よ

う
尽
力
い
た
し
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
新
し
い
生
活
様
式
を
継

続
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い

よ
う
十
分
お
気
を
付
け
願
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
に
て
令

和
３
年
度
の
定
時
総
会
を
終

了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
三
役
及
び
理
事
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
！

　
任
期
は
、
三
役
及
び
理
事
が
令

和
３
年
６
月
18
日
か
ら
令
和
５
年

の
定
時
総
会
ま
で
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
3
年
度

令
和
3
年
度

岩
澤
会
長
あ
い
さ
つ

岩澤会長

資
格
審
査
報
告

監
査
報
告

（後列）理事 中井武美 /理事 田山隆始 /理事 田上祐一 /理事 渡邉みい子 /理事 朝岡忠雄 /理事 阿部昭男 /理事 久保田善行
（前列）監事 栁下恭治 /監事 戸川五郎 /会長 岩澤政善 /副会長 和泉秀雄 /常務理事 安井裕彦 /理事 野口サチ子
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7 月上旬にお届け

《アンケート内容》

　緊急時等の連絡方法として、新たにショートメッセージ（SMS）機能を
活用した連絡システムを導入する予定です。システム運用に当たり、皆さ
んの携帯又はスマホの電話番号を確認するため、7 月上旬に「会員状況
調査票」を郵送します。変更がある方、未登録の方は調査票にご記入の上、
ご提出願います。変更がない方もご提出下さい。調査票による変更等を
修正後、以下の伝達試験を実施します。
　また、コロナウイルス感染拡大防止により事務所関連や飲食関係などの
就業先が確保しづらくなっていることから、今後皆様への就業先紹介の
参考にさせていただくため、併せて皆様の希望職種や保有している資格
を改めてお伺いいたします。ぜひご協力ください。

NTTドコモ、au、楽天モバイル（android） NTTドコモ、au、楽天モバイル（iPhone） Softbank、Y!mobile

注意事項

ここを
タップ

●上記番号に電話やメッセージを返信しても届きませんので、返信はしな
いでください。

●センターからのＳＭＳは必ず上記番号から届きますので、番号をご自身のアド
レス帳に登録すると便利です。

●メッセージ文末に「ＵＲＬアドレス」が記載されていましたら、「ＵＲＬアドレス」
をタップしていただくことで、センターでは誰がメッセージを確認したかがわ
かります。

●みなさんが受信した「ＳＭＳ」には料金はかかりません。
●メッセージ文末の「ＵＲＬアドレス」をクリックするとパケット通信料（データ通信料）が発生します。パケット料
金はご自身の携帯電話会社との契約内容で変わります。

４. 携帯電話の表示例

センターからのお知らせ、職群班事務連絡、会議連絡、災害時の緊急連絡などです。

令和３年9月より、会員のスマートフォン・携帯電話に「ショートメッセージ（以下「SMS」とする）」で、
センターからのお知らせを一斉送信するサービスを開始いたします。

★「ショートメッセージ」とは？・・・携帯電話番号を用いた短文でのメッセージです。

携帯「ショートメッセージ（SMS）サービス」開始！携帯「ショートメッセージ（SMS）サービス」開始！

　　携帯電話の契約会社

NTTドコモ、au、楽天モバイル
Softbank、Y!mobile

携帯電話に表示される電話番号

050-5491-4105 または +81 50 5491 4105
242244

×
１. センターから送信するメッセージは？

送信元（品川区シルバー人材センター）の電話番号は、受け取る方（シルバー会員）の携帯電話の契約
会社ごとに異なります。

３. ＳＭＳ送信元（ センター）の番号について

２. ＳＭＳ受信可能な機 スマートフォン（スマホ）

携帯電話（ガラケー）

自宅固定電話 ×

会員状況調査を実施 （令和３年５月３１日までに入会の会員対象）

番 号
確 認

希 望
職 種

保 有
資 格

緊 急
連絡先

ショートメッセージ（SMS）伝達試験を行います！
サービスを開始するにあたり、以下のテストメール文を送信しますのでご確認ください。

※ショートメッセージ（SMS）を受信するには、携帯電話又はスマートフォンの登録が必要です。

日時　8月31日（火）午前10時

ショートメッセージの表示方法（表示例）

ガラケーの場合

スマホの場合

ガラケーの場合

①　　ボタンを押す。
②受信トレイを選択し押す。
③品川区シルバー人材センターからのメールを
　選択し押す。（上記３.送信元の番号が表示されます。）

①ショートメッセージアイコンをタップ。
（機種によりアイコンが違います）
②品川区シルバー人材センターからのメールを　
タップする。（上記３.送信元の番号が表示されます。）品川区シルバー人材センターです。事務局からのお知らせを携帯に送信できるよ

うになりました。下記URLをクリック頂くとメッセージを見て頂けたことが事務
局で確認できます。クリックのご協力とアドレス帳に番号登録をお願い致します。
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7 月上旬にお届け

《アンケート内容》

　緊急時等の連絡方法として、新たにショートメッセージ（SMS）機能を
活用した連絡システムを導入する予定です。システム運用に当たり、皆さ
んの携帯又はスマホの電話番号を確認するため、7 月上旬に「会員状況
調査票」を郵送します。変更がある方、未登録の方は調査票にご記入の上、
ご提出願います。変更がない方もご提出下さい。調査票による変更等を
修正後、以下の伝達試験を実施します。
　また、コロナウイルス感染拡大防止により事務所関連や飲食関係などの
就業先が確保しづらくなっていることから、今後皆様への就業先紹介の
参考にさせていただくため、併せて皆様の希望職種や保有している資格
を改めてお伺いいたします。ぜひご協力ください。

NTTドコモ、au、楽天モバイル（android） NTTドコモ、au、楽天モバイル（iPhone） Softbank、Y!mobile

注意事項

ここを
タップ

●上記番号に電話やメッセージを返信しても届きませんので、返信はしな
いでください。

●センターからのＳＭＳは必ず上記番号から届きますので、番号をご自身のアド
レス帳に登録すると便利です。

●メッセージ文末に「ＵＲＬアドレス」が記載されていましたら、「ＵＲＬアドレス」
をタップしていただくことで、センターでは誰がメッセージを確認したかがわ
かります。

●みなさんが受信した「ＳＭＳ」には料金はかかりません。
●メッセージ文末の「ＵＲＬアドレス」をクリックするとパケット通信料（データ通信料）が発生します。パケット料
金はご自身の携帯電話会社との契約内容で変わります。

４. 携帯電話の表示例

センターからのお知らせ、職群班事務連絡、会議連絡、災害時の緊急連絡などです。

令和３年9月より、会員のスマートフォン・携帯電話に「ショートメッセージ（以下「SMS」とする）」で、
センターからのお知らせを一斉送信するサービスを開始いたします。

★「ショートメッセージ」とは？・・・携帯電話番号を用いた短文でのメッセージです。

携帯「ショートメッセージ（SMS）サービス」開始！携帯「ショートメッセージ（SMS）サービス」開始！

　　携帯電話の契約会社

NTTドコモ、au、楽天モバイル
Softbank、Y!mobile

携帯電話に表示される電話番号

050-5491-4105 または +81 50 5491 4105
242244

×
１. センターから送信するメッセージは？

送信元（品川区シルバー人材センター）の電話番号は、受け取る方（シルバー会員）の携帯電話の契約
会社ごとに異なります。

３. ＳＭＳ送信元（ センター）の番号について

２. ＳＭＳ受信可能な機 スマートフォン（スマホ）

携帯電話（ガラケー）

自宅固定電話 ×

7 月上旬にお届け

会員状況調査を実施 （令和３年５月３１日までに入会の会員対象）

番 号
確 認

希 望
職 種

保 有
資 格

緊 急
連絡先

ショートメッセージ（SMS）伝達試験を行います！
サービスを開始するにあたり、以下のテストメール文を送信しますのでご確認ください。

※ショートメッセージ（SMS）を受信するには、携帯電話又はスマートフォンの登録が必要です。

日時　8月31日（火）午前10時

ショートメッセージの表示方法（表示例）

ガラケーの場合

スマホの場合

①　　ボタンを押す。
②受信トレイを選択し押す。
③品川区シルバー人材センターからのメールを
　選択し押す。（上記３.送信元の番号が表示されます。）

①ショートメッセージアイコンをタップ。
（機種によりアイコンが違います）
②品川区シルバー人材センターからのメールを　
タップする。（上記３.送信元の番号が表示されます。）品川区シルバー人材センターです。事務局からのお知らせを携帯に送信できるよ

うになりました。下記URLをクリック頂くとメッセージを見て頂けたことが事務
局で確認できます。クリックのご協力とアドレス帳に番号登録をお願い致します。
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本
物
に
間
違
え
ら
れ
た
お
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　荏
原
地
区

　藤
縄

　敦
子

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

　
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
に
い
く
つ
か
サ
ー
ク
ル
活
動
が
あ

り
、
誘
わ
れ
て
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
サ
ー
ク
ル
に

入
会
し
ま
し
た
。
お
花
が
好
き
だ
っ
た
の
で
の
め
り
込
み
、

勤
め
中
に
師
範
を
と
る
ほ
ど
に
熱
中
し
ま
し
た
。
初
め
は
布

を
花
び
ら
の
形
に
切
っ
て
染
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
意
外
と
大
変
。
多
く
の
労
力
と
時
間
を
取
ら
れ

ま
し
た
。
今
は
専
門
の
お
店
で
花
び
ら
１
枚
１
枚
を
購
入
し
、

針
金
と
専
用
の
の
り
を
使
用
し
て
そ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ
て

作
る
方
法
に
し
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
趣
味
と
し
て
続
け
、
友
人
か
ら
頼
ま
れ
れ
ば
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
、
娘
と
お
嫁
さ
ん
の
結

婚
式
で
作
成
し
た
ブ
ー
ケ
で
す
。
結
婚
式
場
の
方
に
「
花
粉

を
落
と
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
本
物
に
間
違
え
ら
れ
大
変
嬉
し

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
立
体
的
な
一
輪
の
お
花
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
複
数
合
わ
せ

て
花
束
に
す
る
作
業
で
す
。
想
像
力
が
何
よ
り
必
要
で
脳
と

手
先
が
疲
れ
ま
す
が
、
思
い
通
り
に
仕
上
が
っ
た
時
の
達
成

感
と
人
に
喜
ば
れ
る
こ
と
の
多
幸
感
は
最
高
で
す
。

　
生
花
と
異
な
り
、
何
十
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
が

あ
り
、
大
変
癒
さ
れ
ま
す
。

　
夏
の
暑
い
日
は
ご
飯
が
進
ま
な
い

で
す
よ
ね
。
ご
飯
を
食
べ
ず
に
仕
事

に
出
掛
け
る
と
熱
中
症
に
も
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
食
欲
が
湧
く
料
理
を
紹
介

し
ま
す
。
大
分
県
南
部
地
方
の
郷
土

料
理「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」。甘
辛
い
お
刺

身
が
ご
は
ん
に
と
っ
て
も
合
い
ま
す
。

　
料
理
名
が
沖
縄
の
俗
称
で
す
が
大

分
の
郷
土
料
理
で
す
。
名
前
の
由
来

は
、
沖
縄
の
漁
師
に
作
り
方
を
教
わ

っ
た
説
や
ご
ま
和
え
に
す
る
料
理
を

「
利
休
和
え
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
説
な
ど
で
す
。

　
切
り
身
の
お
刺
身
を
し
ょ
う
ゆ
、

み
り
ん
（
又
は
お
酒
）
の
タ
レ
に
漬
け

込
み
、柑
橘
系（
か
ぼ
す
や
す
だ
ち
）の

果
汁
、
す
り
ご
ま
、
千
切
り
に
し
た

シ
ソ
で
味
を
整
え
、
ご
は
ん
に
乗
せ

て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
お
茶

漬
け
に
し
て
も
お
い
し
い
で
す
。

★
お
料
理
の
ポ
イ
ン
ト

※
か
ぼ
す
を
最
後
絞
る
と
風
味
が
さ

　
わ
や
か
に
な
り
ま
す
。

※
甘
味
が
苦
手
な
方
は
、
み
り
ん
の

　
代
わ
り
に
日
本
酒
（
小
さ
じ
１
）　

　
に
す
る
と
す
っ
き
り
し
た
風
味
に

　
な
り
ま
す
。

※
お
好
み
で
青
魚
や
赤
身
魚
に
し
て

　
も
よ
い
で
す
。

● 

材
料

白
身
魚
の
刺
身
（
切
り
身
）
１
パ
ッ
ク

し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
　
１

み
り
ん
　
　
大
さ
じ
　
１

す
り
ご
ま
　
少
々

し
そ
　
　
　
３
枚

か
ぼ
す
　
　
半
分

● 

手
順
（
調
理
時
間
７
分
程
度
）

①
タ
レ
を
作
る
。し
ょ
う
ゆ
、み
り
ん
、

　 

す
り
ご
ま
を
混
ぜ
合
わ
せ
る

②
切
り
身
の
魚
を
３
分
程
度
、
タ
レ

　
に
漬
け
込
む

③
千
切
り
に
し
た
シ
ソ
を
ち
ら
し
、

　
か
ぼ
す
を
か
け
る

会員の皆様 普段やっていること、これからしようと思っていること、どんなことでも結構です。投稿を歓迎します。
写真やこんな趣味等募集しています。事務局まで

７
月
は
、
令
和
三
年
度
初
め
て
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

危
険
予
知
を
行
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夏
場
は
熱
中
症
に
十
分
注
意
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
は
今
年
度
初
め
て
の
安
全
就
業

強
化
月
間
で
す
。
夏
場
の
時
期
は
熱
中

症
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
昨
年
度
、

品
川
区
で
も
１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
内
の
セ
ン
タ
ー
で
も
大
勢
の

会
員
の
方
が
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
余
計
に
注
意
が
必
要
で

す
。
屋
内
で
も
就
業
の
往
復
途
上
で
も
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
・
経
口
補
水
液
な

ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
屋
外
で

作
業
さ
れ
る
方
は
、
出
来
る
だ
け
風
通

し
の
良
い
日
陰
な
ど
で
、
こ
ま
め
な
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
を
外
す
時
は
、
周
囲

に
人
が
い
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
の
取

り
外
し
が
困
難
な
場
合
は
、
手
に
水
道

水
等
で
少
し
長
め
に
か
け
流
す
よ
う
に

す
る
と
、
手
か
ら
熱
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

熱
中
症
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
覚
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
手
足
の
し

び
れ
・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
・
気
分

が
悪
い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・

倦
怠
感
・
虚
脱
感
・
い
つ
も
と
様
子

が
違
う

【
重
症
に
な
る
と
】返
事
が
お
か
し
い
・

意
識
喪
失
・
け
い
れ
ん
・
体
が
熱
い

【
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
】

（
涼
し
い
場
所
へ
）
風
通
し
の
良
い
日

陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ

（
か
ら
だ
を
冷
や
す
）
衣
類
を
ゆ
る
め
、

か
ら
だ
を
冷
や
す
「
首
回
り
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
」

【
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が

な
い
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
】
特
に

一
人
現
場
で
は
、
こ
う
な
る
前
の
段
階

で
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
昨
年
度
の
傷
害
事
故
件
数
は
、
10
件

で
、
そ
の
内
４
件
ず
つ
は
転
倒
に
よ
る

事
故
と
交
通
事
故
（
自
転
車
事
故
含
む
）

で
し
た
。
暑
い
と
足
元
へ
の
注
意
も
緩

み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
危
険
予
知
を
実

行
し
、
つ
ま
先
立
ち
体
操
を
継
続
し
て
、

転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
を
し
「
事
故
ゼ

ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

必
ず
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
、

運
転
す
る
時
は
、
十
分
に
周
囲
に
注
意

を
し
て
下
さ
い
。
ほ
ん
の
一
瞬
で
事
故

は
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
に
一
回
は
、
健
康
診
断
を
受
診
し
、

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
品
川
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に
一
回

無
料
で
「
国
保
基
本
健
診
」
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
令
和
４

年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳
以
上

か
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
）
の
加
入
者

の
方
は
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
を

年
一
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
の
健
診
も
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で

で
す
。
ど
ち
ら
の
受
診
券
も
４
月
中
旬

に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
、
忘
れ
ず
に
受

診
し
て
い
た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
受
診
券
は
、
今
年
９
月
30

日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方
は
、
順
次
区

よ
り
発
送
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　
平
成
16
年
か
ら
令
和
２
年
10
月
ま
で
、

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
取

り
扱
っ
て
い
た
自
転
車
賠
償
責
任
保
険

（
自
転
車
保
険
）
団
体
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
開
始
当
初
他
の
自
転
車
保
険
が
少

な
い
中
、
会
員
の
福
利
厚
生
の
観
点
か

ら
、
加
入
斡
旋
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し

た
。
今
般
、
自
転
車
保
険
の
義
務
化
に

伴
い
他
の
自
転
車
保
険
も
充
実
し
て
き

た
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
が
特
定
の
自
転

車
保
険
を
斡
旋
す
る
役
割
は
終
了
し
た

こ
と
、
ま
た
、
事
務
手
続
き
が
煩
雑
な

う
え
、
現
金
の
取
扱
い
に
慎
重
か
つ
正

確
性
等
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

年
度
分
の
申
込
み
か
ら
取
扱
い
は
停
止

と
い
た
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
変
更
に
伴
う
加
入

漏
れ
を
防
ぐ
趣
旨
か
ら
、
現
在
加
入
さ

れ
て
い
る
自
転
車
保
険
加
入
者
（
令
和

２
年
10
月
１
日
〜
令
和
３
年
10
月
１

日
）
３
６
１
名
の
皆
さ
ん
向
け
に
、
８

月
に
「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
兼
申
込
書
を
郵
送
い
た
し
ま

す
。
10
月
１
日
か
ら
切
れ
目
な
く
加
入

で
き
る
よ
う
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、

１
日
か
ら
保
険
開
始
す
る
場
合
は
、
前

月
５
日
の
締
切
日
以
降
か
ら
20
日
の
締

切
日
必
着
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
は
、

東
京
し
ご
と
財
団
等
が
推
奨
し
て
い
る

自
転
車
賠
償
保
険
付
き
の
傷
害
保
険
で
、

プ
ラ
ン
は
、
６
コ
ー
ス
で
年
間
１
８
７

０
円
〜
７
３
４
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

東
京
都
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
自
動
更
新
さ
れ
、
加
入
忘
れ

が
な
い
保
険
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
会
員
の
方
も
自
転
車
に
乗

っ
て
い
て
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
未

加
入
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

保
険
加
入
は
義
務
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
申
込
書
類

は
本
部
・
荏
原
支
部
・
東
大
井
支
所
・

ゆ
た
か
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
み
の
際
は
ご
利
用
下
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
、
品
川
区
の
交
通
共

済
等
、
ご
自
身
で
加
入
し
て
い
る
場
合

は
重
複
し
て
入
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
自
身
の
入
っ
て
い
る
保
険
を

確
認
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

大
分
郷
土
料
理「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」の
紹
介

夏
バ
テ
予
防
に
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本
物
に
間
違
え
ら
れ
た
お
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　荏
原
地
区

　藤
縄

　敦
子

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

　
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
に
い
く
つ
か
サ
ー
ク
ル
活
動
が
あ

り
、
誘
わ
れ
て
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
サ
ー
ク
ル
に

入
会
し
ま
し
た
。
お
花
が
好
き
だ
っ
た
の
で
の
め
り
込
み
、

勤
め
中
に
師
範
を
と
る
ほ
ど
に
熱
中
し
ま
し
た
。
初
め
は
布

を
花
び
ら
の
形
に
切
っ
て
染
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
意
外
と
大
変
。
多
く
の
労
力
と
時
間
を
取
ら
れ

ま
し
た
。
今
は
専
門
の
お
店
で
花
び
ら
１
枚
１
枚
を
購
入
し
、

針
金
と
専
用
の
の
り
を
使
用
し
て
そ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ
て

作
る
方
法
に
し
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
趣
味
と
し
て
続
け
、
友
人
か
ら
頼
ま
れ
れ
ば
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
、
娘
と
お
嫁
さ
ん
の
結

婚
式
で
作
成
し
た
ブ
ー
ケ
で
す
。
結
婚
式
場
の
方
に
「
花
粉

を
落
と
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
本
物
に
間
違
え
ら
れ
大
変
嬉
し

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
立
体
的
な
一
輪
の
お
花
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
複
数
合
わ
せ

て
花
束
に
す
る
作
業
で
す
。
想
像
力
が
何
よ
り
必
要
で
脳
と

手
先
が
疲
れ
ま
す
が
、
思
い
通
り
に
仕
上
が
っ
た
時
の
達
成

感
と
人
に
喜
ば
れ
る
こ
と
の
多
幸
感
は
最
高
で
す
。

　
生
花
と
異
な
り
、
何
十
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
が

あ
り
、
大
変
癒
さ
れ
ま
す
。

　
夏
の
暑
い
日
は
ご
飯
が
進
ま
な
い

で
す
よ
ね
。
ご
飯
を
食
べ
ず
に
仕
事

に
出
掛
け
る
と
熱
中
症
に
も
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
食
欲
が
湧
く
料
理
を
紹
介

し
ま
す
。
大
分
県
南
部
地
方
の
郷
土

料
理「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」。甘
辛
い
お
刺

身
が
ご
は
ん
に
と
っ
て
も
合
い
ま
す
。

　
料
理
名
が
沖
縄
の
俗
称
で
す
が
大

分
の
郷
土
料
理
で
す
。
名
前
の
由
来

は
、
沖
縄
の
漁
師
に
作
り
方
を
教
わ

っ
た
説
や
ご
ま
和
え
に
す
る
料
理
を

「
利
休
和
え
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
説
な
ど
で
す
。

　
切
り
身
の
お
刺
身
を
し
ょ
う
ゆ
、

み
り
ん
（
又
は
お
酒
）
の
タ
レ
に
漬
け

込
み
、柑
橘
系（
か
ぼ
す
や
す
だ
ち
）の

果
汁
、
す
り
ご
ま
、
千
切
り
に
し
た

シ
ソ
で
味
を
整
え
、
ご
は
ん
に
乗
せ

て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
お
茶

漬
け
に
し
て
も
お
い
し
い
で
す
。

★
お
料
理
の
ポ
イ
ン
ト

※
か
ぼ
す
を
最
後
絞
る
と
風
味
が
さ

　
わ
や
か
に
な
り
ま
す
。

※
甘
味
が
苦
手
な
方
は
、
み
り
ん
の

　
代
わ
り
に
日
本
酒
（
小
さ
じ
１
）　

　
に
す
る
と
す
っ
き
り
し
た
風
味
に

　
な
り
ま
す
。

※
お
好
み
で
青
魚
や
赤
身
魚
に
し
て

　
も
よ
い
で
す
。

● 

材
料

白
身
魚
の
刺
身
（
切
り
身
）
１
パ
ッ
ク

し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
　
１

み
り
ん
　
　
大
さ
じ
　
１

す
り
ご
ま
　
少
々

し
そ
　
　
　
３
枚

か
ぼ
す
　
　
半
分

● 

手
順
（
調
理
時
間
７
分
程
度
）

①
タ
レ
を
作
る
。し
ょ
う
ゆ
、み
り
ん
、

　 

す
り
ご
ま
を
混
ぜ
合
わ
せ
る

②
切
り
身
の
魚
を
３
分
程
度
、
タ
レ

　
に
漬
け
込
む

③
千
切
り
に
し
た
シ
ソ
を
ち
ら
し
、

　
か
ぼ
す
を
か
け
る

会員の皆様 普段やっていること、これからしようと思っていること、どんなことでも結構です。投稿を歓迎します。
写真やこんな趣味等募集しています。事務局まで

７
月
は
、
令
和
三
年
度
初
め
て
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

危
険
予
知
を
行
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夏
場
は
熱
中
症
に
十
分
注
意
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
は
今
年
度
初
め
て
の
安
全
就
業

強
化
月
間
で
す
。
夏
場
の
時
期
は
熱
中

症
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
昨
年
度
、

品
川
区
で
も
１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
内
の
セ
ン
タ
ー
で
も
大
勢
の

会
員
の
方
が
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
余
計
に
注
意
が
必
要
で

す
。
屋
内
で
も
就
業
の
往
復
途
上
で
も
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
・
経
口
補
水
液
な

ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
屋
外
で

作
業
さ
れ
る
方
は
、
出
来
る
だ
け
風
通

し
の
良
い
日
陰
な
ど
で
、
こ
ま
め
な
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
を
外
す
時
は
、
周
囲

に
人
が
い
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
の
取

り
外
し
が
困
難
な
場
合
は
、
手
に
水
道

水
等
で
少
し
長
め
に
か
け
流
す
よ
う
に

す
る
と
、
手
か
ら
熱
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

熱
中
症
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
覚
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
手
足
の
し

び
れ
・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
・
気
分

が
悪
い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・

倦
怠
感
・
虚
脱
感
・
い
つ
も
と
様
子

が
違
う

【
重
症
に
な
る
と
】返
事
が
お
か
し
い
・

意
識
喪
失
・
け
い
れ
ん
・
体
が
熱
い

【
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
】

（
涼
し
い
場
所
へ
）
風
通
し
の
良
い
日

陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ

（
か
ら
だ
を
冷
や
す
）
衣
類
を
ゆ
る
め
、

か
ら
だ
を
冷
や
す
「
首
回
り
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
」

【
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が

な
い
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
】
特
に

一
人
現
場
で
は
、
こ
う
な
る
前
の
段
階

で
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
昨
年
度
の
傷
害
事
故
件
数
は
、
10
件

で
、
そ
の
内
４
件
ず
つ
は
転
倒
に
よ
る

事
故
と
交
通
事
故
（
自
転
車
事
故
含
む
）

で
し
た
。
暑
い
と
足
元
へ
の
注
意
も
緩

み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
危
険
予
知
を
実

行
し
、
つ
ま
先
立
ち
体
操
を
継
続
し
て
、

転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
を
し
「
事
故
ゼ

ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

必
ず
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
、

運
転
す
る
時
は
、
十
分
に
周
囲
に
注
意

を
し
て
下
さ
い
。
ほ
ん
の
一
瞬
で
事
故

は
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
に
一
回
は
、
健
康
診
断
を
受
診
し
、

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
品
川
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に
一
回

無
料
で
「
国
保
基
本
健
診
」
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
令
和
４

年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳
以
上

か
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
）
の
加
入
者

の
方
は
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
を

年
一
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
の
健
診
も
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で

で
す
。
ど
ち
ら
の
受
診
券
も
４
月
中
旬

に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
、
忘
れ
ず
に
受

診
し
て
い
た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
受
診
券
は
、
今
年
９
月
30

日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方
は
、
順
次
区

よ
り
発
送
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　
平
成
16
年
か
ら
令
和
２
年
10
月
ま
で
、

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
取

り
扱
っ
て
い
た
自
転
車
賠
償
責
任
保
険

（
自
転
車
保
険
）
団
体
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
開
始
当
初
他
の
自
転
車
保
険
が
少

な
い
中
、
会
員
の
福
利
厚
生
の
観
点
か

ら
、
加
入
斡
旋
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し

た
。
今
般
、
自
転
車
保
険
の
義
務
化
に

伴
い
他
の
自
転
車
保
険
も
充
実
し
て
き

た
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
が
特
定
の
自
転

車
保
険
を
斡
旋
す
る
役
割
は
終
了
し
た

こ
と
、
ま
た
、
事
務
手
続
き
が
煩
雑
な

う
え
、
現
金
の
取
扱
い
に
慎
重
か
つ
正

確
性
等
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

年
度
分
の
申
込
み
か
ら
取
扱
い
は
停
止

と
い
た
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
変
更
に
伴
う
加
入

漏
れ
を
防
ぐ
趣
旨
か
ら
、
現
在
加
入
さ

れ
て
い
る
自
転
車
保
険
加
入
者
（
令
和

２
年
10
月
１
日
〜
令
和
３
年
10
月
１

日
）
３
６
１
名
の
皆
さ
ん
向
け
に
、
８

月
に
「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
兼
申
込
書
を
郵
送
い
た
し
ま

す
。
10
月
１
日
か
ら
切
れ
目
な
く
加
入

で
き
る
よ
う
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、

１
日
か
ら
保
険
開
始
す
る
場
合
は
、
前

月
５
日
の
締
切
日
以
降
か
ら
20
日
の
締

切
日
必
着
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
は
、

東
京
し
ご
と
財
団
等
が
推
奨
し
て
い
る

自
転
車
賠
償
保
険
付
き
の
傷
害
保
険
で
、

プ
ラ
ン
は
、
６
コ
ー
ス
で
年
間
１
８
７

０
円
〜
７
３
４
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

東
京
都
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
自
動
更
新
さ
れ
、
加
入
忘
れ

が
な
い
保
険
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
会
員
の
方
も
自
転
車
に
乗

っ
て
い
て
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
未

加
入
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

保
険
加
入
は
義
務
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
申
込
書
類

は
本
部
・
荏
原
支
部
・
東
大
井
支
所
・

ゆ
た
か
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
み
の
際
は
ご
利
用
下
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
、
品
川
区
の
交
通
共

済
等
、
ご
自
身
で
加
入
し
て
い
る
場
合

は
重
複
し
て
入
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
自
身
の
入
っ
て
い
る
保
険
を

確
認
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

大
分
郷
土
料
理「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」の
紹
介

夏
バ
テ
予
防
に
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（1） （8）第142号 第142号令和3年7月1日発行 令和3年7月1日発行

公益社団法人品川区シルバー人材センター

シルバー

シ
ル
バ
ー
健
康
ク
ラ
ブ

広
瀬
恵
美
子

　
今
回
は
膝
痛
予
防
の
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。

　
膝
は
上
半
身
の
体
重
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

受
け
る
部
位
で
す
。大
腿
四
頭
筋（
太
も
も

の
筋
肉
）を
鍛
え
れ
ば
上
半
身
を
支
え
る

力
が
つ
き
、膝
の
半
月
板
へ
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
食
生
活
の

見
直
し
で
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば

膝
へ
の
負
担
が
さ
ら
に
減
り
、膝
痛
の
軽

減
と
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

体
操
❶
　
足
上
げ
体
操
１
日
10
回

　
左
写
真
の
よ
う
に
セ
ラ
バ
ン
ド（
ネ
ク

タ
イ
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
も
可
）で
太
も

も
を
固
定
し
、左
右
の
片
足
を
10
回
ず
つ

上
げ
る
。

体
操
❷
　
ス
ク
ワ
ッ
ト
１
日
10
回

　
大
腿
四
頭
筋
を
鍛
え
る
た
め
に
、左
写

真
の
よ
う
に
イ
ス
に
つ
か
ま
り
膝
の
曲
げ

伸
ば
し
を
し
ま
す
。

　
注
意
点
は
、膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出

な
い
よ
う
に
お
尻
を
後
ろ
に
突
き
出
し
な

が
ら
し
ゃ
が
む
こ
と
で
す
。

膝

　痛

　の

　予

　防

URL http://www.shinagawa-sjc.com/

令
和
３
年
度
第
１
回
共
助
会
評
議
員
会

を
開
催
　
　
５
月
27
日（
木
）

令
和
2
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

（
左
表
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　承
認

　１
泊
旅
行
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
懸
念
か
ら
実
施
せ
ず
。

　令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　承
認

本
年
度
の
１
泊
旅
行

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
が
現
時
点
で
収
束
し

て
お
ら
ず
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
た

め
、
今
年
度
の
実
施
も
見
送
り
と
い

た
し
ま
す
。

会員総数
令和3年6月1日現在

1,276名
男

1,054名
女

　前
号
の
こ
の
欄
で
、「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ（
多
様
性
）」に
つ
い
て
触
れ
ま

し
た
が
、品
川
区
で
は「
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー（
事
務
局
は
、き
ゅ
り
あ

ん
３
Ｆ
）」の
活
動
の
中
で
、多
様
性

社
会
の
意
義
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
、私
事
都
合
で
理
事
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
が
、健
康
が
許
さ

れ
る
限
り
、引
き
続
き
会
員
と
し
て
、

貢
献
と
交
流
を
楽
し
ん
で
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な

る
発
展
を
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
担
当
理
事

　伊
藤

　一
三
）

科　　目
会費
補助金
寄付金他
収入合計

収入の部 （円）

（円）支出の部

1,108,000
800,000

8
1,908,008

決算額

　科　　目
管理費
事業費
支出合計
当期収支差額

9,906
657,720
667,626
1,240,382

前期繰越金
次期繰越金

758,994
1,999,376

決算額

令和2年度共助会決算報告令和２年度共助会決算報告

就

業

相

談

　仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

七
月

八
日（
木
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

本

　
　部

　田

　山

　理

　事

荏
原
支
部

　阿

　部

　理

　事

八
月
十
二
日（
木
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

本

　
　部

　和

　泉

　副
会
長

荏
原
支
部

　朝

　岡

　理

　事

九
月

九
日（
木
）
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

本

　
　部

　田

　山

　理

　事

荏
原
支
部

　阿

　部

理

　事

あ
と
が
き

夏
期
地
区
全
体
会
の
中
止

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
影
響
か
ら
、
今

年
度
も
会
場
で
の
研
修
等
の
開

催
が
難
し
く
、
全
地
区
と
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ水と緑で涼を感じよう

　　　　　～しながわ区民公園～
水と緑で涼を感じよう
　　　　　～しながわ区民公園～

2,330名

ひざをつま先より前に出さない

浅く座り、太ももをこぶし１個分開けてセラバン
ドで固定する


